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ト■－ 看､､急１屯－ｍ「 １１ 
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今日におけるキャリア支援の意義
最後になりますが、大学院では学ぶことの目的
意識をもった社会人が入ってまいりますので、大
学生と教授によるケース・スタディを通して、理
論の実践と実務の理論化をめぐって議論をしてい
るわけであります。１つのケースをめぐって、い
ろいろな職業の人が集まりますと、どのように判
断するかという物の見方が違うというところが大
きな我々のヒントになるわけでございます。きょ
うこの講演会が終わりました後に、大学院の担当
教員が何人か出てきておりますので、法政大学の
キャリアデザイン、あるいは経営学系、ほかの大
学院の人たちがどういうことをやろうとしている
かについてそれぞれの担当のところで議論を交わ
していただければと思います。
どうもありがとうございました。
ポートを出す。あるいは仕事の場合だと月次目標
をやる。もう少し期間の長い意思決定では、半年
とか１～２年の単位ですが、会社でいうならば組
織とか、情報の流れとか、学校では学び方とか学
習スタイルを考える。こういったすぐ片づけなけ
ればいけないことはないけれども、用意しておか
なければいけない問題があるｃ３つ目は、自己探
究型と書きましたが、自分の進路などは長期で考
える問題になります。生き方、働き方について、
つい先延ばしになってまいりますが、ここのとこ
ろはよく気をつけなければいけないということで
あると思います。意識的に考えて問題に取組まな
いと自然に意識にのぼってくる性質のものではな
いので、いつまでも短期や中期の課題のかげに隠
れている恐れがあるものです。
キャリア支援には、経営学、教育学、社会学、
心理学、あるいは生活文化に関する関連諸領域の
連携が必要になってまいります。私どもはそのこ
とについていろいろな分野の先生に参加してもら
いながら学部、あるいは大学院を立ち上げてきた
ところでございます。
|………………￣…－－……－－…………………－－~…………ｉ 
ｌ大学院では、学ぶことの目的意識を持った社｜
ｉ会人大学生と教授によるケース・スタディ等’
１によって、理論の実践と実務の理論化をめぐ’
１って、エキサイティングな議論を進めること｜
ｉが出来る。
(本稿は、「法政大学ＭＢＡセミナー2006，第３回
『キャリア支援と人材育成」１１月11日」において
報告したものに加事修正したものである）
|例．社長・経営者になった人の育成歴とキャｉ
ｉリア開発の進め方
Ｉ個人の多様な能力を生かすキャリア圏の！
’考え方と理論化
…………－－－－－－－－－.……－－．－－－－－－－___……….…＿……_－１ 
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